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震災後、岩手県の河川に遡上したサケ親魚
東北区水産研究所では、東日本大震災時にふ化場で飼育されていたサケの回帰
状況調査を行っています。

（撮影：沿岸漁業資源研究センター浅海生態系グループ 佐々木系）
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2011年3月11日に発生した東日本大震災によ
り、東北地方太平洋沿岸の多くのサケふ化場が
被災し、そのとき飼育中のサケ仔稚魚に大きな
負の影響があったと考えられました（写真）。

また、サケの多くがふ化から4～5年で回帰する
ため、漁業への影響は、震災から数年を経て顕
在化する可能性がありました。そこで、東北区
水産研究所では、震災以降、関係各県と連携し
サケの回帰状況について調査を継続しています。
2015年までに、震災による津波の影響を受け
たと思われるサケ仔稚魚（2010年生まれ）が5

年魚まで回帰したので、本稿ではその状況を中
心に紹介します。

（１）回帰した親魚の年齢調査

東北区水産研究所では、関係各県と協力して、
青森県（太平洋）～宮城県の主要11河川につい
て、10日に1回の頻度でサケ捕獲場にて採捕さ
れたサケ親魚の年齢調査を実施しました（図
1）。この年齢組成データを元に東北地方太平
洋沿岸における生まれ年別の回帰数（近隣沿岸
での漁獲個体を含む）を推定しました（図2）。

（２）2010年生まれの回帰

津波の影響を受けたと思われる2010年生ま
れの回帰数（5年魚まで）は、予想された通り
非常に少なく、過去20年間で最も低い水準でし
た（図2）。特に、津波による直接的な被害を
受けたふ化場を有する河川では、例外なく
2010年生まれの河川捕獲数が極端に減少しま
した。対照的に、岩手県水産技術センターの調
査結果によると、直接的な津波被害を免れた織
笠川では過去の変動の範囲内でした（図3）。
このことから、津波によるサケ仔稚魚の死亡で
放流数が激減した影響が、回帰数の減少という
形で顕在化したと考えられました。
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写真被災した宮古漁業協同組合津軽石ふ化場
（撮影:東北区水産研究所さけます資源グループ）

河川
ふ化場施設の

津波被害
震災時の放流状況

1 川内川 なし 停電のため緊急放流

2 奥入瀬川 なし 停電のため緊急放流

3 新井田川 なし

4 安家川 甚大

5 田老川 第一ふ化場が水没 停電のため緊急放流

6 津軽石川 甚大

7 織笠川 なし 停電のため緊急放流

8 片岸川 甚大

9 盛川 甚大

10気仙沼大川 なし 停電のため緊急放流

11 北上川 なし 震災の前日に放流終了
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図１年齢調査河川とふ化場の被災状況
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図２ 東北地方太平洋沿岸におけるサケの生まれ
年別回帰数の年変化

表中の矢印は、2010年生まれが過去20年間で最も低い水準
であることを示す。2010年生まれの放流数は、津波により
多くのデータが流失し、全体の正確な数値を把握すること
が困難なため、空白としています。






